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I 薬剤抵抗性の概況

マ メ ハ モ グ リ パ エ Liriomyza trifolii (BURGESS) は，

幼虫が野菜や花 き の葉 に 寄生 し ， 外観を損ねた り ， 減収

を も た ら す重要害虫 で あ る 。 本種 は高度の薬剤抵抗性 を

発達 さ せ て お り ， こ れが防除 を極 め て 困難 な も の に し て

い る 。

Liriomyza 属 ハ モ グ リ パ エ の 薬 剤 抵抗性発 達 の 歴 史

は， 1940 年代後半， フ ロ リ ダ に お い て 有機塩素 剤 の 効

力 が 減 退 し た こ と に 始 ま る ( G ENUNG ， 1 9 5 7 ・

WOLFENBARGER， 1957) 。 以 来， 有 機 リ ン 剤， ピ レ ス ロ イ

ド 剤 な ど各種薬剤 に 対 す る 抵抗性 を 次々 と 獲得 し て き

た。 マ メ ハ モ グ リ パエ も こ の フ ロ リ ダで薬剤抵抗性 を獲

得 し ， 1970 年代以降， フ ロ リ ダ か ら 輸 出 さ れ た 切 り 花

や花 き の苗 な ど と と も に 世界各地 に 運 ばれた と さ れ て い

る (MINKENB日，G， 1988) 。 マ メ ハ モ グ リ パ エ は Liriom­

yza 属 の 中 で も 薬剤抵抗性 の 発 達 が特 に 速 く (PARI江I.I.A

and KEIL， 1984) ， そ の レ ベ ル も 高 い と い う (MASON 巴t

aI. ， 1987) 。 例 え ば， カ リ フ ォ ル ニ ア で は 1978 年か ら 使

わ れ始 め た ペ ル メ ト リ ン は わ ずか 2 年 で効力 が約 20 倍

低下 し (PARRELLA and KEII.， 1984) ， カ ナ ダで も ピ ラ ゾ ホ

ス の 効 力 が 農 薬 登 録 の 翌 年 に 156 倍 も 低 下 し て い る

(BROADBENT and PREE， 1989) 。

マ メ ハ モ グ リ パ エ は わ が国 で は 1990 年 に 静 岡 県 で初

め て 確認 さ れ た 。 発生当初か ら 有機 リ ン剤， ピ レ ス ロ イ

ド 剤， カ ー パ メ ー ト 剤 な ど広範囲 の薬剤 に対 し て 高度 の

抵抗性 を 有 し て い た が (西東 ら ， 1992) ， 次 の 6 剤 は 優

れた 防除効果 を 示 し ， マ メ ハ モ グ リ パエ対象 の農薬 と し

て 登録 さ れ て い る 。 カ ル ホ ス 乳 剤 ( イ ソ キ サ チ オ ン )

は， 他 の 有機 リ ン 剤 の 多 く が効力 を 減退 さ せ て い る 中

で， 成虫 と 幼虫 に 対 し て 高 い活性 を保持 し て い る 。 有機

リ ン 剤 の オ ル ト ラ ン 水和 剤 ( ア セ フ ェ ー 卜 ) と 同 粒 剤

も ， 幼虫 に 対 し て比較的高い効力 が あ る 。 昆虫成長制御
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剤 の カ ス ケ ー ド 手L剤 ( フ ル フ ェ ノ ク ス ロ ン) と ト リ ガ ー

ド 水和剤 ( シ ロ マ ジ ン ) は幼虫 に 対 し て卓効 を示す。 い

ずれ も 成虫 に 対 し て 直接的 な殺虫作用 を 示 さ な い が， カ

ス ケ ー ド 乳剤 に は 不妊作用 が あ る 。 シ ロ マ ジ ン に つ い て

は既 に フ ロ リ ダで抵抗性が顕在化 し て い る と い う 。 ネ ラ

イ ス ト キ シ ン剤 のパ ダ ン SG 水溶剤 ( カ ル タ ッ プ) は，

植物体へ の浸透移行性が高 く ， 成虫 と 幼虫 の 両方 に 効果

があ る 。 ま た ， エ マ メ ク チ ン ベ ン ゾエ ー ト や ア ザデ イ ラ

ク チ ン な ど 開 発 中 の 農薬 に も 効 果 の 高 い も の が あ る

(表一2) 。

マ メ ハ モ グ リ パエ個体群 を 薬剤 に 接触 さ せ ず に 累代飼

育 し で も ， 感受性 に 大 き な 変化 は 認 め ら れ な い こ と か

ら ， 抵抗性の形質 は安定 し て い る も の と 考 え ら れ る (西

東 ら ， 1994 a) 。

野外 に お い て マ メ ハ モ グ リ パエ は ， 通常， 寄生蜂 を 主

体 と し た 天敵相 に よ っ て 低密度 に抑 え ら れて い る が， 薬

剤 に よ っ て は天敵相 の み を 崩壊 さ せ る 結果， マ メ ハ モ グ

リ パエ は野放 し状態 と な っ て 多発 ( リ サ ー ジ ェ ン ス ) す

る こ と が あ る (西東 ら ， 1993 b， 1996) 。

マ メ ハ モ グ リ パエ に 近縁の ナ ス ハ モ グ リ パ エ で は各種

薬剤の効果が高 い こ と か ら (西東， 1988) ， 抵抗性 は 未

発達 と 考 え ら れ る o

E 薬剤感受性検定法

供試虫の入手 :

マ メ ハ モ グ リ パエ は施設栽培で 1 年中発生す る こ と か

ら ， 採集 は比較的容易 で あ る が， 類似種が多 い の で注意

す る 。 対象闇場の数か所か ら 成虫 あ る い は幼虫 を 数百頭

採集 し， こ れ を ひ と ま と め に し て 1 個体群 と す る 。 成虫

を採集す る 場合 は ， 捕虫網です く い取 り ， 餌 (鉢植 え イ

ン ゲ ン マ メ な ど) を入れた ケ ー ジ に移すか， 網 ご と 湿 っ

た新聞紙 な ど で軽 く 包んで持 ち 帰 る 。 幼虫 を採集す る 場

合 は ， 寄生葉 ご と 持 ち 帰 り ， ペ ー パー タ オ ル を敷 い た 卜

レ ー に 入れ， ふ た を し て ， 室 内 に 4�5 日 置 い て 煽化 さ

せ る 。 こ の場合， 寄生薬 を 入 れす ぎ る と 腐 り や す く な る

の で注意す る 。 ま た ， 幼虫や煩か ら 寄生蜂が羽化 し て く

る こ と が多 い の で， こ ま め に 除去す る 。 成虫， 幼虫 の い

ずれ を採集 し た 場合 も 1�2 世代室 内 で飼育 ・ 増殖 し た
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の ち 検定 に供試す る 。

感受性系統 は 国 内 で飼育 さ れて い な い が， 初発生確認

の 翌 年 (1991 年) に 静 岡 県 で採集 さ れ た 個体群が 岡 県

農業試験場で累代飼育 さ れて い る 。 こ の 系統 は， イ ソ キ

サ チ オ ン， フ ル フ ェ ノ ク ス ロ ン， シ ロ マ ジ ン， カ ル タ ッ

プな どが本種の防除に使用 さ れ始め る 以前 に 採集 さ れて

い る こ と か ら ， 検定の 目 的 に よ っ て は標準系統 と し て 用

い る こ と がで き る 。

供試虫の累代飼育 :

採集 し た 個体群 は， 鉢植 え イ ン ゲ ン マ メ の初生葉 を用

い て 室 内 で容易 に 累代飼育 す る こ と が で き る (西東，

1993) 。 飼 育 箱 は， 側 面 に ナ イ ロ ン ゴ ー ス を 張 っ た

40�50 cm 四方の も の が使い や す い 。

イ ン ゲ ン マ メ は 「 つ る な し 系j で あ れ ば， 品種 を特に

選 ば な い (村上 ・ 矢 野， 1995) 。 種子 を 直 径 9 cm ほ ど

の ポ リ 鉢 に 3�5 個ず つ ま き ， 寒冷沙 を 張 っ た 育苗専用

の温室で管理す る 。 発芽後， 発育良好な 1 株を残 し ， そ

の 他 は 抜 き 取 る 。 播種後 1O�15 日 ほ ど で初生薬 は 十分

に 展葉 し ， 飼育 に使 え る よ う に な る 。 初生葉以外の本葉

は 除去 し て か ら 与 え る 。

飼育箱 に イ ン ゲ ン マ メ を 9�12 鉢入れ， 成虫 を 100 頭

ほ ど放 し 1�2 日 間産卵 さ せ る 。 成虫 は走光性 を 示 す こ

と か ら ， 窓際で飼育す る よ う な場合 は均一 に産卵 さ せ る

た め 飼育箱 を 少 し ず つ 回転 さ せ る 。 卵 は 2�3 日 で ふ化

し， 幼虫 は 4�5 日 で葉 か ら 脱 出 ・ 落下 し て 蝋 と な る 。

こ の た め ， 幼虫が脱出 す る 前 に 葉 を切 り 取 り ， 前述の ト

レ ー に 入 れ る か， ペーパー タ オ ル に 包み ビ ニ ル袋に入れ

て お く と ， 婦 を 効 率 よ く 集 め る こ と が で き る 。 踊 は

8�10 日 ほ ど で羽化す る 。 実験の都合で発育 を遅 ら せ た

い場合 は， 低温 ( l5�200C) で飼育す る 。 焔化後数 日 が

経過 し た 隔 を 5Tで 1�2 週間保存す る こ と も で き る 。

検定法の種類 と 特徴 :

有機 リ ン剤， ピ レ ス ロ イ ド 剤 な ど接触毒性 を有す る 薬

剤 に つ い て は， 成虫や幼虫 を 用 い る 検定法がい く つ か考

案 さ れて い る 。 成虫 を 用 い る 検定法 に は， ア セ ト ン な ど

に溶か し た薬剤 を胸部 に 処理す る 局所施用 法 (KEIL et 
al. ，  1985 ; KEIL and PARRELLA， 1990 ; PARKMAN and 

PIEr叩OWSKl， 1989) ， ガ ラ ス 管 の 内壁上 に 形成 さ せ た 薬剤

の 薄膜 に 接触 さ せ る ド ラ イ フ ィ ル ム 法 (MASON and 

]OHNSON ， 1987) が あ る 。 経 口 毒 性 の 検 定 に は 薬 剤 を

10% の 砂糖水 に 溶 か し た も の を 餌 と し て 与 え る 手 法

(Cox et al . ，  1995) が あ る 。 ま た ， 薬液 に 浸潰 し た 寄主

植物 の 葉 を 成虫 に 与 え て 生死 を 判定 す る こ と も で き る

(西東 ら ， 1992) 。

幼虫 を 用 い る 検定法 と し て は ， 寄生葉 に 薬液 を散布 し

た り ， 薬液 に 浸演 す る 手 法 が あ る (PARRELLA et al . ，  

1982 ; LEIBEE， 1988 ; BROADBENT and PREE， 1989 ; 西東 ら ，

1992) 。

局所施用 法 は接触毒性 を有す る 薬剤の検定法 と し て 最

適であ る が， ド ラ イ フ ィ ル ム 法 は局所施用法 よ り 感度が

高 い と す る 検定事例 も あ る (MASON and ]OHNSON， 1987) 。

た だ し ， い ずれの検定法で も 供試薬剤 は 原体 を使用 し ，

特殊な検定装置や器材が必要 と な る た め ， 適用場面 は 限

定 さ れ る 。 一方， 幼虫 の 寄生葉 を 用 い る 散布法や浸漬法

は， 手法が容易 で あ る こ と ， 製剤 を 用 い る こ と な ど に加

え ， 実用場面 に 沿 っ た検定法であ る こ と か ら ， 検定結果

は 実際 に 散布 し た 場合の 防除効果の 目 安 に も な る 。

浸透移行性 を有す る 粒剤 に つ い て は ， 鉢植 え イ ン ゲ ン

マ メ の土に施用 し て 幼虫 に対す る 効果 を判定す る (西東

ら， 1992) 。 昆虫成長制御剤 の 不妊作用 に つ い て は， 薬

液 を散布 し た イ ン ゲ ン マ メ 葉 を与 え た 成虫 を 無処理の イ

ン ゲ ン マ メ に 移 し ， 産卵数， ふ化率， 幼虫 の発育状況 な

ど を調べて 判定す る (西東 ら ， 1992) 。

野外 に お け る 薬剤抵抗性の モ ニ タ リ ン グ に は ， 薬剤 を

含む粘着剤 を塗布 し た 黄色板 に成虫 を誘引 し て 生死 を判

定す る 手法があ る (HAYNES et al. ，  1986 ; SANDERSON et 
al . ，  1989 ; PARRELLA and TrwMBLE， 1989) 。

皿 局所施用 法(表-1)

供試虫 :

羽化 2�4 日 後の大 き さ の そ ろ っ た 雌成虫 を供試す る 。

検定 は， 1 濃度 当 た り 成虫 20 頭 を 供 試 し ， 3�4 反 復 で

行 う 。

表 - 1 '7 メ ハ モ グ リ パエ個体群の局所施用法 に よ る 薬剤
感受性

薬剤 個体群 LC50 (mg/mll 文献

ペ ル メ ト リ ン S 0 . 05 1 ) 

APG 0 . 27 

NP 4 . 16 

ベ ル メ ト リ ン CA 0 . 14 2 )  
FL 0 . 10 
MD 3 . 35 

メ タ ミ ド ホ ス APG l .  77 3) 
NP 6 . 07 

FLA 1 10 . 88 

ア ノ f メ ク チ ン 0 . 404 4) 

1) : KEIL et al .  ( 1985) ， 2) : PARKMAN and PIENKOWSKl 
( 1989) ， 3) : KElL and PAIlRELLA ( 1 990) ， 4)  : PARRELLA 
et al. ( 1988) . 
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薬液の調製 :

薬剤の 原体， あ る い は純品 を ア セ ト ン で希釈 し， 所定

濃度 の 薬液 を 調 製 す る 。 通常， 1 % か 0 . 1 % の 薬 液 を 調

製 し て お き ， 2 . 5， 5 ，  10 倍 に 希釈 す る 。 さ ら に 各希釈

液 を 10 倍 に 希釈す る 操作 を 繰 り 返 し て 各濃度 の 薬液 を

調製す る 。 検定 に は， 死亡率 50%前後 に 4�5 段階の 希

釈濃度 を 設 定 す る 。 希釈濃度 の 見 当 が つ か な い場合 は

10 倍単位の希釈液 を 用 い て 予備試験 を行 う 。

検定実施場所 :

検定作業 は， 20�280Cで風 が な い 室 内 で行 う 。

検定手順 :

・ 成 虫 20 頭 を 100 m l 前 後 の ガ ラ ス 容器 に 入 れ， 炭

酸ガ ス で約 1 分間麻酔す る 。 炭酸ガ ス は， ビニルチ ュ ー

プを通 し て低圧で送 り 込む よ う に す る 。 麻酔 に よ る 死亡

率 は 0 . 5%程度 と 低 く ， 薬液処理後 は す み や か に 覚醒す

る 。

・ 麻酔 し た 成虫 を 背面 を 上 に し て 直径 5 cm の炉紙上

に な ら ぺ， ミ ク ロ ア プ リ ケ ー タ ー を 用 い て 薬 液

0 . 5�0 . 6 μl/頭 を胸部背面 に 滴下す る 。 薬液が ミ ク ロ シ

リ ン ジ先端か ら 押 し 出 さ れ る と 同時 に ， す ばや く 供試虫

の体表 に拡散す る よ う 迅速 に 処理す る 。

・ 処理虫の飼育装置 と し て ， 管瓶や プラ ス チ ッ ク 容器

を 縦 に 二つ連結 し た も の が考案 さ れて い る (KEIL et al . ，  

1985 ; 商東， 1988) 。 上下の容器 は 布 な ど で仕切 り ， 中

央 に 穴 を 聞 け て お く 。 上側の容器 に 寄主植物 ( イ ン ゲ ン

マ メ ， キ ク ) の 葉 を 入れ， 仕切 り の穴か ら 葉柄 を 出 し ，

水 を 入れた下側の容器 に差す。 処理虫 は， 上側の容器 に

投入す る 。 業 が大 き す ぎ る と ， 容器 の 内 壁 に 結露 が生

じ ， 成虫が麹 を と ら れ て死亡す る の で注意す る 。

・ 処理虫 を 入 れ た 飼育装 置 は ， 25�270C， 16 L : 8 D 

条件の恒温器 に 入 れ， 24 時間後 に 生死 を 判 定 す る 。 正

常 に 歩行で き な い 個体 は 死亡虫 に 含 め る 。 検定結果 は

LCso 値で表示 さ れて い る 。

W ド ライ フ ィ ルム法

供試虫 と 薬液の調製 :

局所施用 法 に 準 じ る 。

検定実施場所 :

ガ ス 化 し た 薬剤の影響 を除 く た め ， 検定装置 を 入 れ る

特殊 な チ ャ ン パ ー (60 X 60 X 60 cm) が考案 さ れ て い る

(MASON and ]OHNSON， 1987) 。 検定 は 250Cで行 う 。

検定手順 :

・ 検定装置 と し て ， ガ ラ ス 管 (直径 30 mm， 長 さ 200

mm ほ ど) の両端 を ス ク リ ュ ー栓 (穴 を 開 け ， ゴ ー ス を

張 っ た も の ) で止 め ら れ る よ う に し た も の を 準備す る 。

- パ ラ フ ィ ル ム で覆 っ た ス ク リ ュ ー栓で検定装置 の一

端 を 封 じ ， ピ ペ ッ ト で薬液 5 ml を 入 れた の ち ， も う 一

端 も 同様 に し て 封 じ る 。 ガ ラ ス 管 の 内 壁 に 薬剤 の薄膜 を

形成 さ せ る た め ， 水 平 な 所 に 置 い て ， 約 20 分間， 回 転

さ せ な が ら ア セ ト ン を蒸発 さ せ る 。 ス ク リ ュ ー栓のパ ラ

フ ィ ル ム を 除 去 し た の ち ， 4�24 時 間 後 に 検定 に 用 い

る 。

- 炭酸 ガ ス で約 1 分間麻酔 し た 成虫 20 頭 を 検定装置

に投入 し ， 両端 を ス ク リ ュ ー 栓で止め る 。 ス ク リ ュ ー栓

の ゴ ー ス の外側 に ， 蜂蜜の水溶液 を 含 ま せ た 綿糸 (長 さ

約 3 cm) を 張 り 付 け て餌 と す る 。

- 供試虫 を入れた検定装置 は ， 前述の チ ャ ン パー 内 に

置 い て ， 24 時間後 に 供試虫 の 生死 を 判 定 す る 。 検定結

果 は LC50 値で表示す る 。

V 散布法(浸潰法)(表-2)

供試虫 :

鉢植 え の寄主植物 に 寄生 さ せ た 幼虫 を 用 い て検定 を 行

う 。 イ ン ゲ ン マ メ は栽培が容易 な こ と ， 質 の そ ろ っ た 葉

を短期間 に大量 に 準備で き る こ と な どか ら ， 検定用 の植

物 と し て 最適で あ る 。 検定植物 と し て キ ク を 用 い る 方法

も あ る が， 品種聞 に 選好性 の 違 い が あ る う え ， 質 の そ ろ

っ た 葉 を 確保 し に く い 。 イ ン ゲ ン マ メ への産卵 は ， 前述

の 累代飼育の方法 に 準ず る が， 幼虫 の大 き さ を そ ろ え る

表-2 "7 メ ハ モ グ リ パエ 個体群の散布法 (浸漬法) に

よ る 薬剤l感受性

薬剤 個体群 LC.o (ppm) 文献

ピ ラ ゾホ ス S 10 . 3  1 ) 
R 1602 . 9  

ピ ラ ゾ ホ ス 静岡 70 2) 
ク ロ ル ピ リ ホ ス 3 1 1  

ア ノ T メ ク チ ン 0 . 386 3) 

ア パ メ ク チ ン 0 . 377 4) 

ア ノ T メ ク チ ン 静岡 2 . 1  5) 
ア ザ デ イ ラ ク チ ン 3 . 5  

シ ロ 7 ジ ン 静岡 3 . 0  6) 
フ 1レ フ ェ ノ ク ス ロ ン 2 . 8  
イ ソ キ サ チ オ ン 33 
チ オ シ ク ラ ム 72 
カ ル タ ッ プ 236 
ア セ プ エ ー ト 707 

エ マ メ ク チ ンベ ン ゾエ ー ト 静岡 0 . 78 7) 

1) : BROADBENT and PREE ( 1989) ， 2) : 西東 ら (1994 b) ， 
3) : PARRELLA et al .  ( 1 988) ， 4) :  LEIBEE ( 1 988) ， 5) : 西東 ら
(1993 a ) ， 6) : 西東 ら ( 1992) ， 7) : 西東 (未発表l .
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た め ， 成虫の放飼時聞 は 6 時間以 内 と す る 。 な お ， 1 葉

当 た り の幼虫数が 20 頭前後 ( 1 鉢 当 た り 40 頭前後) と

な る よ う ， 放飼す る 成虫数や放飼時聞 を 調節す る 。

検定植物 を 250Cで管理 し た 場合， 4�5 日 後 に幼虫が

一斉 に ふ化す る 。 薬剤の処理 は ， ふ化当 日 の幼虫 に 対 し

て 行 う 。 検定 の 目 的 に よ っ て は， ふ 化 2�3 日 後 の 発育

の進んだ幼虫 を 用 い る 。 1 濃度 当 た り 2�3 鉢 を使 う 。

薬液の調製 :

市販の製剤 を蒸留水で希釈 し て ， 所定濃度 の薬液 を調

製す る 。 予備検定 に よ り 当該個体群の薬剤感受性の見当

を つ け て お き ， 死亡率 50%前後 に 4�5 段階の希釈濃度

を設定す る 。 薬液の付着 を よ く す る た め ， 薬液の調製 に

用 い る 蒸 留 水 に は 界 面 活 性 剤 ( ト リ ト ン X -100) を

0 . 05%添加 し て お く 。 薬液の調製 は使用直前 に行 う 。

検定実施場所 :

鉢植 え の植物 を 用 い る こ と か ら ， あ る 程度 の ス ペ ー ス

が必要 と な る 。薬剤処理後 は検定植物 を 25�2アC ( 1 6  L 

: 8 0) の恒温室 に 置 く か， 恒温器 に 入 れ て 管理す る 。

恒温器 を使 う 場合 は ， 乾燥 に よ る し お れ を 防 ぐ た め ， 検

定植物 を飼育箱 な ど に 入れ る 。

検定手順 :

・ 幼虫数を数 え た の ち ， ハ ン ド ス プ レ ー を 用 い て薬液

を検定植物の葉 に む ら な く 散布す る 。 シ ャ ー レ な ど に薬

液 を 入 れ， 棄 を 5�10 秒間漫潰 し て 処理 す る 方 法 も あ

る 。 いずれの場合 も 室 内 で薬液 を風乾 さ せ た の ち ， 恒温

室 な ど に 置 い て 管理す る 。

・ 検定植物の葉か ら 幼虫が脱出 し 始 め る 前 日 に ， 葉 を

切 り 取 り ， tp紙 を 敷 い た シ ャ ー レ に 入れ る 。

・ 死亡率の調査 は， 婿化が終了 す る 処理 7�8 日 後 に

新 刊 紹 介

「新訂 農業気象の測器と測定法」
日 本農業気象学会 編

A 5 判， 345 ペ ー ジ
定価 4，300 円 (税別 ) ， 農業技術協会

本書 は 昭和 63 年 に 初版が発行 さ れ， 多 数 の 方々 に 活
用 し て い た だ い て 来 ま し た が， 10 年 の 聞 に 気象観測 の
世界で は計測， 記録， 統計の 自 動化が進み， そ れ に伴っ
て気象庁 の地上気象観測法が地上気象観測指針に 改 め ら
れた り ， そ の他多 く の変革が あ り ま し た 。 そ こ で こ れ ら
の変化 を十分 に 取 り 入れ， 改訂， 増補 し て 出版 さ れた の
が本書です。 全体 に つ い て の紹介 は省かせて い た だ き ，

行 う 。 嫡化個体 は生存虫 と み な す が， 変形 し た 踊， 極端

に 小 さ な 嫡 は死虫 に 含 め る 。 ま た ， 処理 24 時 間 後 に 実

体顕微鏡 (透過光 を使用) を 用 い て 幼虫 を 観察 し ， 生死

を判定す る 方法 も あ る 。 検定結果 は LCso 値で表示す る 。
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大幅 に 変更 に な っ た 部分 に つ い て 記 し ま す と ， ま ず第 l
章の一般気象観測 法 は ， 内容が大幅 に 書 き 換 え ら れ全面
改訂に な っ て い ま す。 ま た 第 6 章の 降水量， 積雪， 土壌
水分， 降ひ ょ う の測定 の と こ ろ も 測定器具や測定方法 に
新 し く な っ た も の が多 い の で全面的 に 改訂 さ れ ま し た 。
そ の他の章 に つ い て も ， 新 し い器材や測定方法 な ど に つ
い て大幅 に増補 さ れ て い ま す。

病害虫 に 関す る 研究や発生予察事業の推進 に は ， 気象
条件の把握や各種の気象要素 の観測， 測定， 記録 は 欠 か
す こ と は 出来 な い わ け です が， そ の た め に 本書が役 に 立
つ場面が き っ と 多 い こ と と 思 い ま す。 職場で あ る い は研
究室で大 い に 活用 し て 下 さ る よ う お願 い い た し ま す。

(文/農業技術協会会長 ・ 岸 圏平)
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